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親子農業体験バケツ稲づくり生育状況報告

従来より門前自治会は東久留米市の地域の特徴を生かし、家族（親子）農業体験を食育の一環とし

て、実施しています。文部科学省は2002年7月報告書で「『社会の宝』として子どもを育てよう」

と発信しています。

理念は「地域の子供達を地域で育てる」という観点に立って、家族・学校・地域の連携・協働によ

り、推進しています。

その一環として、今回、第24回JA全中「みんなのよい食プロジェクト」「食は、日本の未来」に参

加致します。

今後、参加者の要望を聴いて、内容の充実を図って行きたいと思います。

このたび、門前自治会として、JAグループが行なっている、「バケツで稲づくり」に参加致しま

す。

今回、初めて参加致しますので、JA全中の協力によりバケツで稲作りセットを200セットを頂き、

自治会会員門前会、第2小学校・第6小学校の生徒、野島農園健康生活ふれあい交流会の皆様へ配布

致しました。

第2小学校・第6小学校の生徒さんへ約120セット配布致しました。

このJA全中の事業は歴史があり、既に全国の小学校高学年の体験授業の一環として、行われている

と言われています。

目的は、子供達がバケツの中に小さな田んぼを作り、一粒のもみから収穫までを体験してもらうた

めです。

また、食農教育の一環として、米、稲作への関心を深めて頂くためです。

私たちとして、参加者に感想文や絵日記などを提出して頂き、協力頂ける方は自治会会報誌、自冶

会掲示板、地元新聞等へ掲載や賞品授与等を検討しています。

門前自治会として、青少協担当理事島元晟光氏が中心になり、学校関係者と内容の充実を打ち合わ

せ中です。
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バケツ稲づくりカレンダー

4月：芽出し

5月：種まき

6月：分(ぶん)げつ

7月：分げつがすすむ

8月：穂が出る

9月：お米ができる

10月：稲刈り→脱穀→もみすり→精米

土の準備

土は、「黒土6、赤玉土3、鹿沼土1」の割合で用意し、ビニールシートなどに広げて乾かして、肥

料と混ぜて使います。収穫まで肥料を追加しなくても育ちます。

※かわかすと土にすんでいる菌が活気づき、稲の成長を応援してくれます。

※肥料を土の全体にまき、均一に混ぜ込みます。

使用する土の注意点

黒土の代わりに培養土を使う場合は、セットの肥料は入れないで下さい。田んぼや畑の土を使う場

合は、黒土など他の土を混ぜる必要はありません。

１．芽出し

シャーレなどの浅い容器に種もみが浸るくらい

の水を入れます。

水に浸した種もみは、室内の暖かくて暗い場所

に置きましょう。

種もみに酸素が十分に行き渡るよう、水は毎日

取り替えます。

白い芽（鞘葉(しょうよう)）が1mmくらい見え

たら種まきできる。

２．種まき

水とよく混ぜて泥になった土を入れたバケツ

に、表面に水がたまらないくらいの水を入れま

す。

少し離して種もみをまき、深さ6〜7mm（種もみ

2つ分）ほど指で押し込み、土を被せます。

土が乾いたら、土の表面が湿るくらいに水をま

きます。

種もみをまいた日をメモしてね

※種もみはスズメに食べられないように、葉が

5cmくらいに伸びるまでザルをかぶせます

３．苗の移し替えと分づけ

葉が3〜4枚に増えたら根ごとやさしく苗を抜

き、茎が太く育ちの良い苗を2〜3本（コシヒカ

リは4〜5本）にまとめ、バケツの中心

に、2〜3cmの深さに植えます。

そこに水を2〜3cmの深さに張って約2週間保

ち、分げつが進んだら5cm深さに掘ります。

コシヒカリは成長すると背が高くなり、倒れや

すいので支柱を用意しましょう

↑芽が出たら、バケツに泥を入れたところに水を張り、苗を植え付けた様子。

４．中干し

稲の茎数が20本、草丈が40〜50cm程度になった

ら2〜5日くらい水を抜きます。

土の表面が乾いたらバケツに水を5cmくらい入

れ、なくなったら足します。

中干しの注意点

・雨が入らず風通しの良い場所に移して下さ

い。

・土の表面が乾きにくい場所は、竹串などを数

カ所に突き刺すと、空気が入りやすくなりま

す。

・中干しの回数は1回です。

中干しをすると、土は酸素を取り込み、根は水

を求めてのびるので、丈夫な稲が育つよ！

↑箱庭などに置いても見栄えが良いと思います。

５．お米になる

�穂の赤ちゃん（幼穂(ようすい)）ができると、

茎が膨らみ、約20日で穂が出ます。

�つぼみが割れて花が咲きます。おしべの花粉

がめしべにつき受精します。

�もみの中のデンプンが固まって重くなり、穂

がたれてきます。

穂が出たらスズメに食べられないように網をは

ろう！

↑玄関の所に置くと日々成長する様子がわかり、来客者を楽しませます。

↓野島農園健康生活ふれあい交流会の皆様

６．稲刈り

稲刈りの目安は、穂が出てから40〜45日ごろ、

穂の約90％が黄金色になった頃です。その10日

くらい前に水を抜き（落水）、乾かしてから稲

を刈ります。

刈り取ったら穂を下にして根本を縛り、風通し

が良い場所で10日ほどほします。

稲を干す時も、スズメに気をつけて。

７．お米にする

�脱穀（穂からもみを取る） 茶わんや牛乳パッ

クの中に穂を入れて引っ張ると、もみが容器の

中に残ります。

�もみすり（玄米にする） すり鉢にもみを一握

り入れ、軟式野球ボールでゆっくり上の方まで

すりあげます。息を吹きかけて、もみ殻を飛ば

します。

�精米（白米にする） 玄米をビンに入れて棒で

つき、出てきた粉（ぬか）はふるいなどでおと

します。

上手につくるポイント

台風対策：台風などの強風の時はバケツ稲を室内に移動させましょう

スズメ対策：稲の周りに園芸用の支柱をたて、網などをはります。

病害虫対策：はん点などが出た病気の葉や、害虫はその場で取り除き、病気の稲は他の稲と離して

育てます。

水温管理：水は20〜30℃が適温です。水温が高くなりすぎる場合は、水を入れ替えましょう。

感想として、東久留米市内は湧水に恵まれ、特に門前自治会の付近は昭和35年まで多くの水田があ

りました。地の利として、黒目川が流れており、黒目川の水をせき止め、田んぼに引き、市内でも

一番広い田んぼがあったと思います。

私も子供の頃、田んぼを耕し、稲の苗を植え付け、成長するまで草取りや田んぼに水入れを体験

し、日々楽しく、元気に明るく米作りを日課としていました。

お米（八十八と書く）を作るまで、八十八の労作があり、それぞれの工程自分なりに、自分の頭で

考えて知恵を出し、工夫をしていた事は、今でも楽しい思い出となっています。

地域の子供達にも、日本人の主食である、お米作るのを体験してもらい、明るく、やさしく、前向

きに,元気に、好き嫌いがない、健康的な強い人間になってもらいたいと思います。

今回の事業を行うにあたり、JA東京みらい東久留米駅前支店、全国農業協同組合中央会、門前会、

第2小学校、第6小学校、青少協、野島農園健康生活ふれあい交流会、自然農法家庭菜園セミナー参

加者、東久留米ＭＯＡ健康生活ネットワーク、東部地域ふれあい交流会、東村山法人会東久留米第

２支部、町おこし実行委員会市民の会、美多摩新聞社、門前自治会役員・会員等の協力頂き感謝致

します。
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